自治体の責任による質の高い公共サービスを実現するための
公共サービスの確立と労働条件の改善に関する統一要求書

１．現業公企職場をはじめ自治体業務は直営で行うこと。

　清掃、学校給食・学校用務、道路の維持管理、水道・下水道事業など現業公企職場は住民生活に密着した公共サービスを提供しており、安全・安心な行政として自治体（行政）が責任をもって運営するものです。

（１）直営で行っている住民サービスについては、引き続き直営で行なうこと。質の高い公共サービス確立に向け業務量に応じた人員を確保すること。

２．既に、委託されている業務については、行政が責任をもって管理すること。

（１）委託契約における適正な賃金確保のための条例(公契約条例)を制定し、入札・委託契約の条件に労働者への公正労働基準と生活賃金の確保を義務付けるなどの労働保護対策を展開すること。
（２）委託契約内容が法律に違反している場合や、受託企業が委託契約内容を守らない場合、すみやかに是正のための具体的措置をはかること（安全配慮義務、脱法行為の学校用務員のシルバー人材センターからの派遣、道路交通法違反の清掃パッカー車における作業員のステップ乗車など）

３．人員定数を確保し、欠員は正規職員で完全に補充すること。

（１）現在の欠員及び定年退職の年度別予定者数を明らかにし、いずれも正規職員によって完全に補充すること。

（２）現業公企労働者の再任用制度を早期に条例化すること。また、運用面においては凍結しないこと。
４．現業職員の低賃金を改善し、差別・格差を解消すること。

　「賃金は生活給である」との認識に立って、現業公企職員の低賃金の改善をはかること。また非現業職員との初任給基準、昇格年齢などの差別・格差を解消すること。

（１）総務省による、民間部門との比較による現業労働者給与の見直しにかかわる「取り組み方針」の策定・公表については、団体交渉事項であることから、一方的な策定・公表は行わず、労使合意を前提とすること。

（２）中途採用者については、学卒直採用の職員と同様になるよう、前歴加算の方法を改善すること。また同時に在職者調整を行うこと。

５．恒常的業務に臨時・非常勤等職員を導入しないこと。

（１）恒常的業務には臨時・非常勤等職員を採用しないこと。

（２）現在、恒常的業務に従事している臨時、非常勤等職員については正規職員化をはかり、直ちに職員化に至らない場合は、身分の保障（雇用の安定）、及び正規職員に準じた賃金労働条件を適用すること。

（３）シルバー人材センターの活用は法に準じ臨時・短期的なものとすること。

６．現業・公企職場（民間委託を含む）の労働安全衛生対策を強めること。

（１）「労働安全衛生委員会」を事業所単位に設定し、規則23条に基づき毎月１回以上の「安全衛生委員会」の開催を行うこと。

（２）労働災害、職業病の発生を防止する対策を確立し、自治体職場から「労働安全衛生法」違反状態を一掃すること。とりわけ、各種労働安全衛生管理要綱の最低基準を遵守し、職場の安全を確保すること。

（３）職場での安全確保のため、労使による定期的な職場点検（巡視）を行うこと。
（４）50人未満の職場でも「労働安全衛生法」の趣旨に沿い、安全衛生推進委員を選任し、対策を強めること。

（５）メンタルヘルスケアを推進するための教育研修を周知徹底させること。

７．分限条例を改正すること。

（１）自動失職をしないよう分限条例を改正すること。

（２）協約化されている場合は、早期に条例化をはかること。

８．すべての労働条件（民間委託を含む）について事前協議制を確立し、協約を締結すること。

　地公労法上の団体交渉権、協約締結権を遵守し、経営形態の変更ならびに賃金・労働条件の変更については、計画変更可能な時期から労使協議を行うとともに、合意された事項に関して協約を締結すること。

９．災害時における危機管理体制・ワークルールを確立すること。

　被災時における危機管理体制の確立に努めること。とくに被災時における職員の出動基準（免除基準）や労働条件など、労使による協議を行うこと。
